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汗
ば
む
よ
う
な
６
月

の
一
日
、
宇
多
津
町
の

街
角
つ
ど
い
に
参
加
し

ま
し
た
。
事
前
に
地
域

に
各
戸
お
知
ら
せ
を
し

て
、
当
日
は
事
前
に
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
で
触
れ
回

り
、
何
人
も
の
人
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

神
出
宇
多
津
町
議
の

町
政
報
告
、
石
田
２
区
予
定
候
補
の

国
政
の
訴
え
に
参
加
者
一
同
聞
き
入

り
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
後
、
参
加
者

と
道
端
懇
談
。
「
宇
多
津
の
党
員
の

○
○
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
の

で
、
通
り
が
か
り
で
す
が
参
加
し
ま

し
た
」
「
自
民
党
の
裏
金
は
許
せ
な

い
」
「
年
金
を
も
っ
と
増
や
し
て
」

「
大
企
業
の
内
部
留
保
に
課
税
し
て

中
小
業
者
応
援
の
政
策
に
賛
同
す
る
」

「
宇
多
津
の
お
出
か
け
バ
ス
は
利
用

さ
れ
て
い
る
の
」
な
ど
参
加
者
か
ら

口
々
に
言
葉
が
、
そ
の
場
で
日
本
共

産
党
後
援
会
の
新
規
加
入
も
増
え
ま

し
た
。

白
川
パ
ン
フ
と
石
田
リ
ー
フ
手
渡

し
た
ら
「
白
川
よ
う
子
と
書
い
て
入

れ
た
ら
い
い
の
ね
」
と
の
言
葉
、
慌

て
て
「
白
川
と
書
い
た
ら
無
効
で
す
。

比
例
代
表
は
日
本
共
産
党
と
政
党
名

で
、
２
区
は
候
補
者
名
で
書
い
て
ね
」

と
・
・
・
。

鳥
の
さ
え
ず
る
中
、
道
端
懇
談
に

終
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
総
選
挙
勝
利
必
ず
」
と

日
本
共
産
党
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
７
日
、
香

川
県
で
始
ま
り
、
白
川
よ
う

子
衆
院
四
国
比
例
候
補
は
丸

亀
市
の
つ
ど
い
で
訴
え
ま
し

た
。白

川
氏
は
、
物
価
高
騰
な

ど
国
民
の
暮
ら
し
が
追
い
つ

め
ら
れ
、
国
政
の
大
本
を
変

え
る
必
要
性
を
訴
え
。
「
自

民
党
の
裏
金
事
件
は
組
織
的

犯
罪
だ
。
政
治
資
金
規
正
法

の
改
定
案
を
自
民
、
公
明
、

維
新
が
衆
院
通
過
さ
せ
た
が

パ
ー
テ
ィ
券
含
む
企
業
・
団

体
献
金
や
政
党
助
成
金
は

禁
止
を
」
と
強
調
し
ま
し

た
。石

田
ま
ゆ
衆
院
香
川
２

区
候
補
は
「
党
の
経
済
再

生
プ
ラ
ン
で
根
本
か
ら
変

え
て
い
く
」
と
力
説
。

さ
さ
い
孝
志
同
衆
院
３

区
候
補
は
「
戦
争
反
対
の

意
思
を
貫
い
て
い
く
」
と

訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
労
働

組
合
や
そ
の
運
動
が
弱
ま
っ

て
い
る
。
労
働
者
の
権
利

意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
」
と
い
う
声

や
「
戦
時
体
制
や
戦

争
へ
の
危
機
感
が
国

民
に
広
く
伝
わ
り
切
っ

て
い
な
い
の
で
、
私

も
働
き
か
け
る
が
、

も
っ
と
党
に
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励

が
あ
り
ま
し
た
。

◎
高
松
で
行
動

７
日
か
ら
始
ま
っ
た
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

白
川
よ
う
子
四
国
比
例
候
補

は
９
日
、
高
松
市
で
街
頭
宣

伝
し
、
「
自
民
党
政
治
を
終

わ
ら
せ
、
国
民
が
希
望
を
持

て
る
命
と
暮
ら
し
、
生
業
を

守
り
抜
く
政
治
に
変
え
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

白
川
氏
は
「
日
本
は
30
年

も
経
済
が
停
滞
し
て
い
る
の

に
、
岸
田
政
権
は
社
会
保
障

を
削
り
予
算
を
軍
事
費
に
回

す
。
給
料
や
年
金
は
物
価
高

騰
に
追
い
付
い
て
い
な
い
。

政
治
の
責
任
で
賃
上
げ
を
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

７
～
９
日
に
香
川
県
内
９

市
町
で
白
川
氏
は
訴
え
。
つ

ど
い
参
加
者
か
ら
は
「
国
民

は
き
ち
ん
と
税
金
を
納
め
て

い
る
の
に
、
自
民
、
公
明
、

維
新
が
強
行
し
た
法
改
定
で
、

政
策
活
動
費
の
領
収
書
を
10

年
後
に
公
開
す
る
の
は
お
か

し
い
」
、
「
年
金
が
下
が
り

物
価
高
騰
で
生
活
に
余
裕
が

な
く
な
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
が

高
額
で
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ

れ
不
便
だ
。
社
会
保
障
の
充

実
を
訴
え
る
共
産
党
に
期
待

す
る
」
な
ど
の
声
が
出
ま
し

た
。

香
川
か
ら
四
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
開
始

白
川
四
国
比
例
候
補

お詫びとお知らせ
民主香川第３週（６月16日号）

が本来の発行週でしたが、赤旗日

曜版が合併号になった関係で発行

を見送りました。その代替えで第

５週の６月30日に発行しますので

ご了承下さい。 民主香川社

高
松
市
で
６
日
、

香
川
革
新
懇
と
九

条
の
会
か
が
わ
は

「
憲
法
を
守
り
戦

争
し
な
い
さ
せ
な

い
」
や
「
大
軍
拡

Ｎ
Ｏ
」
な
ど
の
横

断
幕
や
プ
ラ
ス
タ
ー

を
掲
げ
６
の
日
の

行
動
を
し
ま
し
た
。

中
谷
浩
一
日
本

共
産
党
香
川
県
委

員
長
は
金
権
腐
敗
の

わ
い
ろ
政
治
を
指
摘
。
「
自

民
、
公
明
、
維
新
が
強
行
し

た
政
治
資
金
規
正
法
の
法
改

定
は
不
正
を
違
法
と
さ
れ
な

い
よ
う
に
合
法
化
す
る
も
の

で
何
の
規
制
に
も
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

岸
田
政
権
の
戦
争
す
る
国

づ
く
り
を
批
判
し
、
「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
に
学
ぶ
対
話
に
よ
る

平
和
の
構
築
を
」
と
訴
え
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
に
は
田
原
喜
美

子
香
川
民
医
連
介
護
部
長
、

林
英
二
新
社
会
党
香
川
県
本

部
委
員
長
、
三
野
ハ
ル
子
社

民
党
県
本
部
代
表
が
リ
レ
ー

ト
ー
ク
を
し
ま
し
た
。

香
川
民
医
連
内
・
日
本
共

産
党
医
療
後
援
会
の
街
頭
宣

伝
活
動
、
「
チ
ー
ム
火
曜
日
」

は
22
年
目
、
通
算
９
０
０
回

で
す
。
白
川
容
子
さ
ん
の
県

議
選
立
候
補
を
機
に
開
始
し

ま
し
た
。

毎
週
火
曜
日
に
、
栗
林
町

交
差
点
で
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
の
ぼ
り
旗
と

プ
ラ
ス
タ
ー
で
、
わ
か
り
や

す
い
宣
伝
に
心
が
け
、
元
気

に
大
き
な
声
で
挨
拶
、
医
療
・

介
護
の
問
題
を
中
心
に
訴
え

て
い
ま
す
。
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近
代
日
本
文
学
に
は
、
朝
鮮
、
台

湾
、
満
州
な
ど
の
植
民
地
支
配
を
リ

ア
ル
に
描
い
た
名
作
が
見
当
た
ら
な

い
。
こ
の
大
き
な
弱
点
を
埋
め
る
の

が
、
黒
島
伝
治
の
「
武
装
せ
る
市
街
」

で
あ
る
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
、

こ
の
小
説
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の

最
高
傑
作
で
あ
る
、
と
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
黒
島
の
反
戦
文
学
の
傑

作
は
『
武
装
せ
る
市
街
』
（
一
九

三
〇
年
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
小
説
は
発
行
と
同
時
に
当
局
に

押
収
さ
れ
、
一
九
四
五
年
（
昭
和

二
十
年
）
の
敗
戦
ま
で
再
び
陽
の

目
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

（
中
略
）
そ
れ
以
前
も
以
後
も
葉

山
嘉
樹
の
『
海
に
生
く
る
人
々
』

や
小
林
多
喜
二
の
『
蟹
工
船
』
ほ

ど
世
の
注
目
を
惹
い
て
い
な
い
。

し
か
し
私
は
、
こ
の
作
品
こ
そ
、

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
も
っ
と
も
み
ご

と
な
小
説
と
し
て
、
高
く
評
価
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
信
じ
る
。

（
『
日
本
文
学
の
歴
史
』
第
十
二

巻
三
九
頁
）

黒
島
は
、
小
豆
郡
苗
羽
村
（
現
・

小
豆
島
町
）
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。

十
九
歳
の
と
き
、
文
学
の
志
を
抱
い

て
上
京
す
る
が
、
一
九
二
一
年
、
シ

ベ
リ
ア
出
兵
で
東
部
シ
ベ
リ
ア
に
送

ら
れ
た
。
肺
を
病
ん
で
い
た
黒
島
は
、

酷
寒
の
中
で
病
気
を
悪
化
さ
せ
、
翌

年
に
内
地
送
還
、
除
隊
に
な
っ
た
。

郷
里
に
帰
っ
た
黒
島
は
、
療
養
し
な

が
ら
小
説
を
書
き
は
じ
め
る
。
一
九

二
五
年
、
再
び
上
京
し
た
黒
島
は
、

同
郷
の
壺
井
繁
治
・
栄
夫
妻
の
家
に

身
を
寄
せ
、
『
文
芸
戦
線
』
な
ど
に

小
説
を
次
々
と
発
表
し
た
。

黒
島
は
一
九
二
九
年
十
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
、
「
済
南
事
件
」
の
あ
っ

た
済
南
、
天
津
、
奉
天
を
歩
き
、
戦

火
の
跡
を
調
査
す
る
。
「
済
南
事
件
」

（
一
九
二
八
年
五
月
）
と
は
、
蒋
介

石
の
国
民
革
命
軍
と
、
日
本
軍
と
の

戦
闘
で
あ
る
。
こ
の
取
材
旅
行
の
成

果
が
「
武
装
せ
る
市
街
」
と
な
っ
た
。

日
本
企
業
に
よ
る
中
国
人
搾
取
と
、

日
本
軍
に
よ
る
武
力
支
配
が
描
か
れ

て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
日
本
帝
国

主
義
の
蛮
行
を
黒
島
伝
治
は
ど
う
し

て
も
自
分
の
手
で
書
き
た
か
っ
た
の

だ
。一

九
三
〇
年
、
黒
島
は
ナ
ッ
プ

（
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
）
に
加

わ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
三
年
早
春

に
喀
血
、
療
養
の
た
め
帰
郷
、
傷
病

軍
人
の
年
金
で
暮
ら
す
身
と
な
っ
た
。

一
九
三
四
年
七
月
、
新
聞
紙
法
違

反
に
よ
り
禁
固
二
か
月
、
罰
金
二
十

円
、
執
行
猶
予
四
年
の
判
決
を
受
け

る
。
こ
れ
は
一
九
三
一
年
『
戦
旗
』

一
月
号
に
掲
載
し
た
「
入
営
す
る
青

年
は
何
を
す
べ
き
か
」
が
新
聞
紙
法

に
違
反
し
た
た
め
で
あ
る
。
帰
郷
し

て
か
ら
は
静
か
な
生
活
を
送
り
、
一

九
四
三
年
十
月
に
自
宅
で
没
し
た
。

黒
島
伝
治
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の

傑
出
し
た
作
家
で
あ
っ
た
が
、
終
生

つ
い
に
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
な

く
、
四
十
五
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ

た
の
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
、
ふ
る

さ
と
の
内
海
町
苗
羽
芦
ノ
浦
の
丘
に

黒
島
伝
治
文
学
碑

が
建
立
さ
れ
る
。

二
〇
〇
一
年
、

『
定
本

黒
島
傳

治
全
集
』
全
五
巻

が
刊
行
さ
れ
た
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

⑰

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
最
高
傑
作
「
武
装
せ
る
市
街
」

黒
島

伝
治
（
一
八
九
八
～
一
九
四
三
）

文･

写
真

深
沢

雨
根

６の日行動


